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イカの生き方は誕生日で決まる 
――雄の繁殖戦術が決定される要因を解明―― 

 

発表のポイント 

◆ヤリイカには、雌をめぐって他の雄と戦って繁殖する大型のペア雄と、ペアに割り込み繁殖

する小型のスニーカー雄、という異なる繁殖戦術をとる 2 種類の雄がいます。各雄がどちら

の戦術をとるかは、誕生日（孵化日）によって決まることが明らかになりました。 

◆孵化日によって繁殖戦術が決定される“誕生日仮説”は、これまで魚類で 3 例報告されてい

るだけでしたが、この仮説が無脊椎動物においても成り立つことが初めて示されました。 

◆誕生日によって繁殖戦術が決まるということは、誕生日付近の環境条件が気候変動等によっ

て変化すると、繁殖戦術、ひいては成熟サイズも変化することを意味します。したがって本

研究の成果は、気候変動が海洋生物に与える影響の理解に役立つことが期待されます。 

 

 

雄に 2 つのタイプが見られるヤリイカ 

 

概要 

東京大学大学院農学生命科学研究科の細野将汰大学院生と、大気海洋研究所の岩田容子准教

授、河村知彦教授らによる研究グループは、ヤリイカの雄の繁殖戦術が孵化日によって決定さ

れることを明らかにしました。 

同種の同性内に複数の繁殖戦術が見られる現象（代替繁殖戦術）は、幅広い分類群で知られ

ています。“誕生日仮説”は、各個体がとる繁殖戦術がどのように決定されるかを説明する仮説

として提唱されましたが、実証例はこれまで魚類 3 例のみでした。今回、大型雄と小型雄とい

う代替繁殖戦術を持つヤリイカで、平衡石を用いて孵化日を調べたところ、魚類以外でも誕生

日仮説が成り立つことが初めて明らかになりました。この成果は、孵化時期の環境条件が気候

変動等によって変化すると、繁殖戦術、ひいては成熟サイズも変化することを示しており、気

候変動が海洋生物に与える影響を予測する上で役立つことが期待されます。 
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▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

 

プレスリリース 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240424.html 
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